
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2023年12月29日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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NOMURA-BPI総合指数の推移
（期間：2023年12月29日～2025年1月10日）

0.61

▲0.22% ▲3.86%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202501_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合
（騰落率）

355.43 ▲0.61% ▲0.75%

10年国債利回り（日本、％）
（変動幅）

1.19 0.09 0.12 0.10

国内債券見通し

マーケットの動き（2025年1月6日～1月10日） 日本国債利回りの推移
（期間：2023年12月29日～2025年1月10日）

先週の国内債券市場は、12月30日比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。
7日発表の2024年12月の米国ISM非製造業景況感指数や10日発表の2024年12月の米
国雇用統計が市場予想を上回ったことを受け、米国景気の堅調さやFRB（米国連邦準
備制度理事会）による利下げペースの鈍化が意識され、米国長期金利が上昇した流れ
から、国内長期金利も上昇しました。
クレジット市場は、堅調に推移しました。

情報提供資料
2025年1月14日

投資環境見通し（2025年1月）

変動幅（騰落率）

12月30日比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
1月10日

国内長期金利の上昇圧力は残る
日銀総裁は12月の利上げ見送りの際に、今後の追加利上げのタイミングについてはさ
まざまなデータや情報を丹念に点検したうえで判断していく必要があるとの認識を示
しました。日銀の追加利上げが後ずれするとの見方が広がっていますが、日銀はゼロ
金利制約に直面しないような政策運営を目指すとみられることから、国内長期金利の
上昇圧力は残るとみています。
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